
川越市児童発達支援センターの概要

川越市マスコットキャラクターときも

令和２年度

発達支援サポーター等育成研修

地域連携講座



• 川越市が運営する児童福祉施設で、
平成３１年４月１日にオープンしました。

• 発達発育に不安や心配のあるお子さんの育ちと
ご家族の子育てを支援しています。

• 相談支援（計画相談・一般相談・専門相談）
• 通 園（通所支援）
• 外来療育
• 親子教室 などを運営しています。

＜川越市児童発達支援センターってどんなところ？＞



＜ 相談支援 ＞
～お子さんの発達や成長に関しての様々な相談の窓口～

・ことばが遅れている

・落ち着きがない
・集団活動が苦手
・通園を利用したい

・訓練を利用したい
・（保育園等からの相談）子どもの対応方法に困っている

相談

一般相談（電話・来所面接）

★適切な情報提供や適切な支援先の紹介

★関係機関からの相談への対応・情報提供

＜紹介経路＞
・保育園・幼稚園、保健センター、

医療機関から勧められて・・・
・ホームページ 等



お子さんの発達や成長に関しての様々な相談を受け付
けています。

言葉・運動面・友だち関係・こだわり等、お子さんの
生活全般に関しての悩みを共に考え、お子さんが健や
かに成長していけるよう保護者を支援します。

まずは、保健師がお話を伺い、必要に応じて通園（通
所支援）、専門相談（外来療育）や親子教室などの当
センター内のサービスや当センター以外のサービスな
どをご案内します。

＜相談支援＞



＜児童発達支援センターの利用＞

★民間の児童発達支援事業所、放課後等デイサービス等の利用

★その他の相談窓口（総合保健センター、こども家庭課、教育関係機関等）
へのつなぎ

＜支援先の紹介＞

専門相談

外来療育

訪問支援

巡回相談
親子教室

通 園

地域連携
地域支援

保育所等訪問支援



小集団での親子活動を楽しみながら、同年
代の子どもと関わり、様々な遊びや活動を
通して、ことばや心身の発達を促します。

お子さんの喜ぶ遊びや、日々の生活に生か
せるお子さんとの関わりを保護者のみなさ
んと一緒に学びます。

＜親子教室＞



＜ 親子教室 ＞

＜対象＞主にことばやコミュニケーションについて
遅れや心配のある子どもとその保護者

ぺんぎんグループ くじらグループ

・おおむね2歳児でどこの集団に
も属していない児

・午前中開催
・同じ曜日で隔週の利用

・おおむね3歳児以上の何らかの集団
に属する児

・午後開催
・同じ曜日で週1回の利用

・無料
・利用は、原則1年間
・一般相談、専門相談からの紹介が中心
・保護者は1名まで、兄弟姉妹の同席は不可 令令令和2年12月現在
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母子保健 市保健センター
１歳半、３歳３か月健診 個別相談 発達発育クリニック

児童発達支援センター 通園（通所支援） 親子教室（ぺんぎん・くじらグループ）
一般相談 専門相談（理学療法：PT 作業療法：OT 言語療法：ST 心理相談）

１歳半健診 ３歳３ヶ月健診
事後フォロー親子教室
（つばさグループ）

医療機関 など

保育園 幼稚園 子育て支援センター 学校 教育委員会 児童相談所 相談事業所 等

こども家庭課
家庭児童相談室

こども家庭課 家庭児童相談室

＜地域連携（つなぐ つながる）＞
乳幼児～児童



基本理念

 子どもが楽しいと思えるセンター

 安心して子どもをあずけられるセンター

 地域に開かれたセンター

＜通 園（通所支援）＞



お子さんの心身の状況により、３つのグループがあります

★（単独通園クラス） ３歳児～５歳児 週４～５日登園
主に言葉の発達や行動に心配のあるお子さんのクラス

主に運動発達に遅れのあるお子さんのクラス
（医療的ケアの必要なお子さんも含む）

★（親子通園クラス） ０歳児～２歳児（～５歳児） 週２日登園
主に運動発達に遅れのあるお子さんのクラス

（医療的ケアの必要なお子さんも含む）

利用には、通所受給者証が必要です

＜クラス編成＞



＜通園の中の療育について①＞
お子さんの発達状況や特性に応じて、小集団や保育士との
かかわりの中で、生活や遊び等の活動の経験を積み重ね、
心と体の育ちを支援していきます。

個別支援計画の作成

（発達支援・家族支援・地域連携）

↓

計画に基づいた支援



・発達支援：育ちを支援する

発達状況や特性に応じた支援

集団療育 小集団での保育

主に保育士が支援

その他の専門職も保育場面でかかわる

個別療育 必要応じて理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等

が個別場面で支援

・家族支援：家族を支え 共に

連絡ノート 親子登園 個別面談

・地域連携：つなぐ つながる

関係機関との情報共有 交流保育

＜通園の中の療育について②＞



＜一日の流れ＞

10：00 登 園（身じたく 自由遊び トイレ）

10：30 朝の会

10：50 設定保育（散歩やプレイルームでの遊び ・制作など）

12：00 給食

13：00 お昼寝または自由あそび 親子通園クラスは降園

14：30 身じたく

14：45 帰りの会

15：00 降 園 ＊現在は新型コロナ対策で昼食後12:45降園

単独通園クラス １０：００～１５：００ 親子通園クラス１０：００～１３：００



＜季節の行事＞

活動の節目や季節に応じた様々な行事を

大切にしています。

６月 プール開き １２月クリスマスお楽しみ会

７月 夏まつり １月クラス懇談会

８月 家庭訪問 ３月お別れ遠足

１０月 運動会 など



＜ 専門相談（外来療育） ＞

発達に心配や不安のあるお子さんとその
保護者の生活しにくさに対し、障がいや
遅れ、発達特性に応じて、理学療法士
（ＰＴ）・作業療法士（ＯＴ）・言語聴
覚士（ＳＴ）・臨床心理士等が相談や支
援を行っています。



・理学療法（PT）

・作業療法（OT）

・言語療法（ST）

・心理相談

いわゆる機能訓練で「治す」ではなく、お子さんへの支援や保護
者への助言内容がご家庭での生活やお子さんの所属する集団場面
で活かされることを目的としています。

＜ 専門相談（外来療育） ＞



＜地域支援 地域連携＞
巡回相談

保育園、幼稚園、特別支援学校など施設からの依頼により実施

保育所等訪問支援
保護者からの依頼により訪問支援の契約を結び、
お子さんの所属する集団に専門職が訪問して実施

啓発
保護者学習会 支援者向け研修会の開催

お子さんの状況の共通理解 → 支援の方向性を確認



子ども

看護師

保健師

相談専門員

幼稚園教諭

保育士

医 師

心理相談員

作業療法士

理学療法士

言語聴覚士

保護者

つながる

育ちの場

家 庭
通 園（通所支援）
保育園
幼稚園

＜まとめ＞
障害があっても地域で楽しく充実した生活を

おくることができる人を育てること


